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水鳥の種構成と渡りの状況
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はじめ に

フィリピンはその地理的位置からみて東アジアにおける渡りの要衝と考えられるが，渡

りに関する継続的，定雌的な調査報告例は乏しく，全国的規模のものとしては

InternationalWaterfowlandWetlandsResearchBureauとAsianWetlandBureauが

細集するＡＳＩＡＮ＆ＡＵＳＴＲＡＬＡＳＩＡＮＷＡＴＩ１ＲＦＯＷＬＣＥＮＳＵＳが唯一の情報源といって

よい（たとえばPerennou＆Mundkhurl992)．それによると，オランゴ島の干潟はフィ

リピンで妓大のシギ・チドリ類の渡来地の１つであり，すでにワイルドライフ・サンクチュ

アリとして法的にも保謹されている．また1994年１１月にはフィリピン政府がラムサール条

約を締約するにあたり，’'1内で唯一の登録湿地となった．現在，関係省庁と自治体，比間

剛体の協議でサンクチュアリの管理運営計画が策定されている．このサンクチュアリ計画

を推進してきた民間組織PhilippinGWetlandandWildlifeConservationFoundationに

飛者は１１ｵｲド海外協力隊旦として1991年から1994年まで赴任し，オランゴ・サンクチュアリ

の水鳥の生息数調査を継続して行なう機会を得た．今回はその３年間の調査結果をもとに，

サンクチュアリに生息する水鳥の烏頬相と数の椛成，さらにこれまであまり明らかでなかっ

た数の季節変動を示し，このフィリピン有数の水鳥の渡来地における渡りの実態を報告す

る‐

調査地および調査方法

オランゴ島はフィリピン列島の''１央に位置するビサヤ諸島に隅し，フィリピンではマニ

ラにつぐ商業都市で観光地としても有名なセブ市から東方へ約15kｍの距離にある．島は

環礁で，陸地は北に位侭するl041haの本島と，南に位置するラグーン（礁湖）のまわり

に点在する６つの小脇からなり，陸地のまわりには砂泥にうすく覆われた潮間帯がひろが

る．本島の南縁は湾になっており．この湾からラグーンの北縁に至る区域は砂質・泥質の

干潟とともにその後背に砂州とマングローブが発達し，干潮時には採食場として，満潮時

には休息場として水鳥に利用されている．この約920haの区域（10.15'Ｎ，124.02'Ｅ）が

サンクチュアリに指定されている．

潮の干満は約５～７時間間隔でおこり，その平均潮位の差は1.01ｍである．干潮時には
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陸地をとり囲む広大な潮間帯が露出し，シギ・チドリ類，サギ類などの渉禽類は採食のた

めサンクチュアリ内外に散らばるが，潮が満ちてくると休息場所を求めてサンクチュアリ

内に集まる．また満潮時には渉禽類のみならずアジサシ・カモメ類も集まってきて休息を

とる．烏の種類ごとにかなり固定したいくつかの満潮時の休息場所があり，潮位に応じて

休息場を変える．潮位がそれほど高くならない日は烏は開けた砂州で休息をとり，観察は

容易であるが，砂州が冠水する潮位に達するとさらに後背の見とおしのきかないマングロー

ブ域にはいってしまう．

生息数調査はシギ・チドリ類，アジサシ・カモメ類，サギ類の満潮時に休息中の群れを

おもな対象とし，原則として烏が砂州で休息をとる潮位の満潮の日時に，確認されたすべ

ての休息場所をまわって種類別に個体数をかぞえた．単独性の鳥類については休息場所で

の個体数調査中または調査地内を移動中に確認できたものを数えた．１日で全種類の調査

が困難な場合は種類で日をわけ，３日以内に１回の全数調査を完了させた．調査期間は

1992年１月から1994年６月までで，1993年７月は調査を行なわなかった．全数調査は合計

128回で，渡りと越冬の時期に月平均５回，その他の時期は月平均３回行なった．

なお，データの分析に際し，渡り鳥の生活環をSonobe＆Ｕｓｕｉ（1993）に準じ，８月～

11月を南下の渡りの時期，１２月～２月を越冬期，３月～５月を北上の渡りの時期，６月～

７月を繁殖期とした．

結果および考察

１．鳥類相と数の構成

筆者が調査期間中にオランゴ・サンクチュアリで確認したカワセミ類を除く水鳥は47種

であった（表１)．なお，以前に確認されたことがあるが今回確認されなかった鳥種はコ

シャクシギノV邸ｍｅ凡虹Ｓｍ加utus，チュウジシギＧα〃ｍａｇｏｍｅｇａＩａ，アカエリヒレアシシ

ギPhajarOpusﾉo6a虹s，シマァジＡ凡asquer9ue血jα，ハシビロガモＡ、ｃ卯eatα，アカ

ノドカルガモＡ・Juzo"jca，リュウキュウヨシゴイノjco671ycﾉｉｕｓｃｍ"αｍｏ"e哩s，ナンヨウク

イナＲａ"usph"jppe"sjsの８種で（Magsalayeta1.1989,ＰＷＣＦ１９９３)，これらを加

えるとこれまでにサンクチュアリで確認された水鳥は８科55種である．

今回新たに確認された７種のうちで特に注目に値するのは1992年11月21日，標識調査中

に捕穫されたミヤコドリHtzematopusostraIegus（成鳥１羽）で，これがフィリピンで

の初記録である．

サンクチュアリで確認された種のうち，クイナ類２種とコグンカンドリFregataarjeJ

を除くすべての種が渡り鳥であるが，コアジサシＳｔｅｍａａｊ６坊o〃s，エリグロアジサシS

sumatrα"α，コサギEgrettagarze“α，チュウサギＥ・加t”medja，アマサギBu6ujcus

必js，ムラサキサギArdeaPu噸urea，ササゴイButoﾉ･idesStrjatus，ヨシゴイなo6"c加s

smensjs，リュウキュウヨシゴイはフィリピン国内でも繁殖しており（Sonobe＆Usui

l993)，このうちササゴイとヨシゴイはオランゴ島でも繁殖している可能性が高い．

数の柵成をみるため，季節別および全期間をとおしてみた各鳥類グループの全体に占め

る割合，およびグループ内での各種の割合を，月毎の最大個体数の合計をもとに表２に示

した．最も優占するグループはシギ・チドリ類とカモメ科鳥類で，全期間の合計でみると

前者が73.3％，後者が25.4％と，両者を合わせると98.9％に達した．カモメ科鳥類の割合
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Ｔａｂｌｅ１．ｌｅｌ、WaterbirdsidentifiedintheOlangoWildlifeSanctuary

Augustl991toＪｕｎｅｌ９９４．

(＊）：Newlyrecordedinthesanctuary

duringtheperiodfrom

＜ＳＨＯＲＥＢＩＲＤＳ＞

lPJuUiaJjss9uataroJa

２PjuUjaZjsルノUａ

３Charadriusdu6jus

４CharadriusaZgxα〃drmus

５CharadrjusmongoJus

６CharadFmsZesche"αu〃〃

７jVUmen虹ｓｐｈａｅｏｐ区ｓ

８Ｍ』ｍｅ"虹ｓａｒ９ｕａｔａ

９jVUme凡jusmadagascarie"sjs

lOLimosaJjmosa

11Ljmosajapponjca

12Lim〃odromussemipaJmatus

l3TrmgaｔｏＺａｍ４ｓ

ｌ４Ｔｒｊｎｇα〃gbuJarja

15Trmgastag凡αZ雌ｓ（＊）

１６升ｍｇａｇＩａＦｅｏＩａ

１７Ｈｅｔ”oscGZusbreujpes

l8Act鯉shypoJeucos

l9Xe"uscmereus

20Are"αriamtemrgs

21CaJZd（ｓｃａｎｕＺｕｓ

２２ＣａＩｊｄ７･isZe"ujrost両ｓ

２３Ｃα"d'･ｉｓ'･雌coJJis

24CaIjdrisたrrUg加eａ

２５ＣａｌｉｄｒｊｓａｃｕｍｍａＺａ

２６CroCethiaaめa

27LjmjcojaﾉﾋzZcmeZZus（＊）

２８HaematopusosZrajegus（＊）
＜ＳＥＡＢＩＲＤＳ＞

２９Larusrjdibundus

30Laruscrassjrostris

31Ch〃do凡ｊａｓｈＪ′b（da

32ChJjdo凡jasleucopZera

33GeZoche〃do凡凡Motjca

34SZemaaZbj/》．o"s

35SZerna版rundo

36＆ｅｍａｓｕｍａｔｒα〃α

３７Ｆ》･egataarjgZ

＜ＥＧＲETS,ＨＥＲＯＮＳ＞

３８唾rettamtermedja

39姥re此agarzeZZa

40EgreZtaeulophoZes

41Bubujcusibis（＊）

４２Butorjdesstrjatus

43IXobrツchussme"sis

44ノXobrツcﾉtuseurhythmus（＊）
４５Ardeacjnerea（＊）

４６ＡＦｄｅａｐｕｍｕｒｅａ（＊）

＜RAILS＞

４７RajZustorquatus

は越冬期に35.1％と最も高くなったが，繁殖期には０％にまで落ちた．シギ・チドリ類の

構成を全期間の合計でみるとトウネンＣ上zJjdrisr．U/jco"jsが26.4％を占め，上位５種は以

下メダイチドリＣﾉｶaradrjusmo"goIusの12.0％，キアシシギHeterosche血ｓ６ﾉ･eujpesの

9.6％，ダイゼンPjuujajjssquataroIaの9.5％，オオメダイチドリＣﾉi・jescﾉienaujtjjの8.6

％であった．個体数が著しく減少した繁殖期を除くすべての期間でこの５種が優占してお

り，トウネンの優位も変わらなかった．また，秋の渡りの時期に特にトウネンの割合が高

くなる一方でダイゼンの割合が低くなり，キアシシギは春の渡りの時期に割合が高くなる

傾向がみられた．カモメ科鳥類ではアジサシＳ､ｈ”凡ｄｏが全期間の値で83.7％を占め，

水鳥全体のなかでもトウネンの19.4％を上回る21.2％を占める最優占種であった．

オランゴ島の鳥類群集の特筆すべき一つの特徴は，世界的な希少種であるカラシラサギ

EgrettaeuIOPﾉbotesとシベリアオオハシシギＬｊｍ凡odromussemjPaImatuSが比較的高い

割合を占めていることである．全期間でみると前者がサギ類の58.5％，後者はシギ・チド

リ類の0.9％を占めた．両種はＩＵＣＮのレッドデータブックにも記載されており（ＩＵＣＮ

1990)，この２種の存在がオランゴ島の干潟をサンクチュアリとして保護する意義を高め

ている．
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Table２．SeasonalchangeinspeciesandgroupcompositionofwaterbirdsintheOlango
WildlifeSanctuary・

Percentagesofspeciesinataxonomicgroupandthoseofgroupsinthewaterbirdsare

givenintheupperandthelowerpartrespectively・Thepercentageswerecalculated

fromthesumofmonthlymaximumnumbersbytheseasonfromJanuaryl992toJune

l994、Ｆｉｖｅdominantshorebirdsareunderlinedandspeciesthatoccupylessthan0.5％
ｉｎｔｈｅｗｈｏｌｅｓｅａｓｏｎａｒｅｃｏｍｂｉｎｅｄｉｎ“ＯＴＨＥＲＳ"・

Ｓ－ＭＩＧ.：Southward-migratoryseasonWIN.：WinteringseasonN-MIG.：Northward‐

migratoryseasonBRE.：Breedingseasoｎ
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ＴＯＴＡＬ
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２．渡りの時期と規模

シギ・チドリ類およびその優占種12種，カモメ科鳥類の優占種３種，さらに希少種のカ

ラシラサギとシベリアオオハシシギについて渡りの時期と渡来数の規模を明らかにするた

め，1992年１月から1994年６月までの月毎の最大記録個体数を図１に表した．なお参考資

料としてすべての種の月毎の最大記録個体数を付表に示した．

ｌ）シギ・チドリ類（総数）

1992年度（７月～翌年６月）は８月上旬には繁殖羽のまだ目立つ個体が渡来しはじめた

が，個体数の目立った増加がみられたのは９月に入ってからで，１０月22日に秋期の最高値

5405羽が確認された．その後，個体数は翌春に至るまで5000羽前後で安定しており，３月

16日に5692羽に達したあと３月下旬から４月上旬にかけ激減し，1000羽を下回った．１９９３

年度は７月と８月前半については不明で，８月28日にはすでに3707羽が確認された．９月

から翌年１月まで月の最大数は5500～6000羽前後できわめて安定しており，２月２日に年

度の最高値6922羽を記録した．３月には早くも減少に転じ，４月上旬に2000羽を下回った．

1991年度は他年度と異なり，越冬期と考えられる１月の最大数はわずか2360羽であった．

３月の下旬に個体数は増加しはじめ，２７日に3965羽を数えた．４月には，ほかの年と同様

急激に減少し，４月下旬には１０００羽を下回った．いずれの年も５月までには個体数は500

～1000羽のレベルで安定し，繁殖期の６月にも変化はなかった．

２）シギ・チドリの優占種１２種

1991年度の越冬期には個体数が少なく，1992年度と1993年度の越冬期には個体数の減少

がみられないという傾向は，それぞれの種でも認められた．秋または春の渡りの時期のピー

クの有無に注目してみると，トウネンは毎年秋に個体数2000羽を超すピークが認められた

が春にはそれに比するものは認められなかった．チュウシャクシギjVZjme凡虹ｓＰﾉbaeOPus

でも同様の傾向がみられ，1992年度，1993年度とも８月という早い時期に年度の最高数を

記録した．これと対照的にダイゼンは秋にはピークがみられず．1991年度と1992年度には

３月に個体数900前後の顕著なピークがみられ，1993年度も２月に年度の最高値を記録し

た．同様のパターンはシロチドリＣﾉiaradrjusajexα"drmUSが示し，キアシシギとキョウ

ジョシギAre"αrjamte叩resも春に多かった．オオソリハシシギLjmosaJappo凡jcaは，

1992年度の秋はあまり顕著ではないが，毎年秋と春にピークがみられた．オオメダイチド

リも1992年の１月に一時的に数が急増した点を除けばオオソリハシシギと同じパターンを

示した．なおこの種は秋のピークのあと著しく数が減るという，ほかの種ではみられない

傾向を示した．アカアシシギＴｒｍｇａｔｏｔａ凡usは秋春の渡りの時期に顕著なピークはなく，

最高数は毎年越冬期に記録された．メダイチドリ，サルハマシギＣ上zJjdrjsたrrugmea，オ

バシギＣ・ｔｅ"ujrostrjsは年によって変動の様子が異なった．渡来は多くの種で８月には

じまったが，シロチドリの渡来は例外的に遅く，１０月に入ってからであった．数の変動の

様子から渡去は２月か３月にはじまり４月中にはほとんどの種で完了したとみられるが，

早い時期に速やかに完了するものとそうでないものがあった．前者の代表的なものがダイ

ゼン，シロチドリ，オオソリハシシギ，後者はキアシシギ，キョウジョシギ，チュウシャ

クシギなどであった．

1992年度と1993年度はほとんどの種で真冬の１月でも渡りの時期と比べて大きな数の減

少はみられなかった．１月には秋の渡りは完了し，春の渡りはまだはじまってないと考え
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られるので，オランゴ島の干潟はシギ・チドリ類の越冬地だといえる．一方，少なくとも

秋または春の渡りの時期にピークのみられる種については，オランゴに立ち寄った後さら

に南下する個体群も含まれていることが推察される．ただ，どれくらいの数の烏がオラン

ゴを通過しているかは今のところ不明である．

1991年度の冬の個体数は少なかったが，その理由としてその年度の渡来数そのものが少

なかったか，オランゴよりさらに南下するものの割合が高かったことが考えられ，後者は

オランゴの越冬地としての地位は安定していないことを意味する．

３）カモメ科鳥類優占種３種

アジサシは８月後半に姿を現し，秋の渡りの時期には顕著なピークを示さず，1992年度

は１月に，1993年度は２月にそれぞれ4000羽を超える最大数を記録した．1991年度も２月

にピークがあったが，シギ・チドリ類と同様に，この年は個体数が少なく，1500羽足らず

であった．いずれの年も３月末に激減し，４月中に姿をみなくなった．ユリカモメLarus

rjdj6皿血Ｓの渡来は遅く，本格的なおとずれは12月に入ってからであった．1991年度と

1992年度は１月に，1993年度は２月に最大数を記録した．1991年度は600羽を上回ったが，

その他の年度は400羽足らずであった．４月の上旬にはアジサシ同様姿をみなくなった．

コアジサシは８月から９月にかけて渡来し，１０月（あるいは11月）と２月（あるいは３月）

に明瞭な個体数のピークを示した．1992年度と1993年度のピークはいずれも200前後であっ

たが，1991年度はアジサシ同様著しく少なかった．

以上のパターンからみてアジサシとユリカモメはオランゴ島で越冬し，コアジサシはさ

らに南下するものと考えられる．

４）カラシラサギ

1992年度は１０月に，1993年度は９月に数の増加がはじまった．毎年11月と３月にピーク

があり，１２月，１月，２月は個体数が減少した．1993年度は個体数が多く，１１月には107

羽を，３月には112羽を記録した．

個体数の季節変動のパターンからみてオランゴ島に渡来するカラシラサギの多くはさら

に南下して越冬していると考えられる．

５）シベリアオオハシシギ

８月には個体数の増加がはじまり，１１月まで増加は続いた．その後，渡去の季節まで数

に大きな変化はみられなかった．またその個体数も毎年大きな変化はなく約50～60羽で，

調査期間中の最大個体数は1993年１月の68羽であった．数の減少がはじまる時期は年によっ

て違い，1991年は３月上旬，1992年度は４月下旬であった．

秋から翌年の春まで個体数はほぼ安定していることからオランゴ島に渡来する個体群は

ここで越冬しているのではないかと考えられる．
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要約

フィリピン中央部に位置し，ワイルドライフ・サンクチュアリとして保護されているオランゴ島の

干潟で休息する水鳥の全数調査を1992年１月から1994年６月まで，渡りと越冬の時期に月５回，その

他の時期に月３回の頻度で行なった．

調査期間中に確認された47種の水鳥のうち７種はサンクチュアリでの初記録であり，そのうちミヤ

コドリはフィリピン国内での初記録であった．

同所ではシギ・チドリ類が最も多く，全期間を総合すると水鳥の73.3％を占め，ついでカモメ科鳥

類が25.4％を占めた．シギ・チドリ類の優占種はトウネン，メダイチドリ，キアシシギ，ダイゼン，

オオメダイチドリであり，その構成比は越冬，渡りの時期をつうじて大きな変化はなかった．水鳥全

体での最優占種はアジサシで，1993年と1994年の１月または２月のピーク時には4000羽を超えた．

最近２シーズンではシギ・チドリの総数は９月か10月に5500～6000羽に達したのち翌年の３月か４

月に激減するまで大きな変化はなかった．秋または春の渡りの時期にピークの認められる種はあるが，

冬期に個体数がめだって減少する種はほとんどなかった．このことからオランゴ島の干潟はシギ・チ

ドリの越冬地であると考えられる．

カモメ科鳥類のうちアジサシとユリカモメはオランゴ島で越冬し，コアジサシはさらに南下してい

ることが個体数の季節変動のパターンから示唆された．

絶滅のおそれのある希少種カラシラサギは秋と春に50～100羽が確認され，冬にはその数が減少し

た．別の希少種シベリアオオハシシギの渡来数は毎年50～60羽で安定しており，冬期にも数は減少し

なかった．
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ａｎｄｔｈｒｅｅｔｉｍｅｓａｍｏｎｔｈｄｕｒｉｎｇｔｈｅｏｔherseasons，

Outofthe47waterbirdspeciesrecorde。,sevenwerenewlyrecordedatthesanctuary・Ａｎ

ａｄｕｌｔＨａｅｍａｔｏｐ"sostraJegus，caughtonNovember21,1992duringbirdbanding，was

recordedforthefirsttimeinthePhilippines・

Shorebirdswerethemostdominantgroupoccupying73､3％ofthewinteringpopulation，

followedbyseabirds(25.4％).αMidrjs'･蛾ＣＯ"jswasthemostdominantspeciesamong

shorebirds（26.4％)，followedbyCharadriusmo〃gojus，Ｈ“erosc2Zus6reuipes，Pjuujajjs

s9uataroJa，ａｎｄＣ・lescﾉtenau〃〃．Theseproportionstendedtobestablethroughoutthe

migratoryandwinteringperiod､ThemostdominantspeciesofallwasSZernahiru凡do,As

manyas4000individualswereobservedinJanuaryorFebruaryduringthelasttwoyears・

Thetotalnumberofshorebirdstendedtobestableafterreachingabouｔ５５００－６０００ｉｎ

ＳｅｐｔｅｍｂｅｒｏｒＯｃｔｏｂeruntilitsharplydecreasedinMarｃｈｏｒＡｐｒｉｌｄｕｒｉｎｇｔｈｅｌａｓｔｔｗｏ

ｙｅａｒｓ、Mostspecieswerepresentduringthewinterwithoutshowingdrasticdecreasesin

number，whilｅｓｏｍｅｓｐｅｃｉｅｓｓｈｏｗｅｄａｐｅａｋｉｎｎｕｍｂｅｒｉｎｔｈｅｎｏｒｔｈｗａｒｄａｎｄ／orthe

southwardmigratoryseason，ＴｈｅｗｅｔｌａｎｄｏｆｔｈｅＯｌａｎｇｏｌｓｌａｎｄｉｓｔhereforeconsidereda

winteringsiteformostshorebirds・

TheseasonalfluctuationsinthenumberofseabirdssuggestedthatSZeｍａｈｉｒｕ"cIoand

LarusFjdめlmduswerewinteringaroundtheOlangolslandwhilｅＳａＪ６妙ｏｎｓｗａｓｏｎ

ｐａｓｓａｇｅ・

Anendangeredspecies姥reZtaeuJophotesoccurredinsignificantnumbers（about50-

100）inautumnandspring，buttheirnumbersdecreasedinthewinter・Ｔｈｅｎumberof

anotherrarespeciesLjm凡odromussemjpaJma虹swasratherstableeveryyear（about,50

-60）withoutshowingdecreasesinwinter．

Ｋをｙｕﾉords:αα凡goWZZdZ旅Ｓｔｍａｕａｒ３ｙ,PhjJjppmes,ｓｅａso"αZ/Zuctuatjo凡,shoFebjrds
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